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HIROSHI SAKAMOTO, GOHEI TAKAHASHI & HIROSHI HIG日 I
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The authors have conducted on a study on the clinical application of FA TGEN 
(fat emulsion) and have confirmed its benidicial effects in both pre-and post-operative 
nutritional management. However, there are some side effects when patients are adminis-
tered with large doses of FA TGEN in single intravenous injection. The present investi-
gation was carried out to determine the limitation or safety margin for practicle appli-
cation of FATGEN infusion. 
The following results were obtained 
1. The suggested maximum rate of infusion is approximately 0.558cc/kg介ninin 
a sing! intravenous injection. It was also found that a slower infusion rate minimized 
the side effect. 
2. Hitherto F ATGEN has been administered with Rinεer's solution. As a result 
of the present study, it waメ shownthat FA TGEN alone administered in a single in-
travenous injection plus a 10 % aminoacid solution (;'vl’Jri<1min九F) administered sepa-
rately gave better results. The amount of Moriamin S・Fwas equal to the amount of 




















































にp かつ正常に近く，回復せしめうること， 4),Fatgen 
輸注により術後早期にアルブミンおよび A/G比も速

















































はp 初回のみ Ringer液で約IOfiきに 悦釈して輸注し
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て， からだを慣らし，それ以後は3ないし5倍程度に








を検索する目的でp Ringer, 5 %ブ ドウ糖p 10%高張
アミノ鍛 Mnri:1minS-F,Glyco-Algin等士,f-i；，釈剤とし




一二のも＇.~~に よ れは， Ringer を使用 したはあいが最も
副作用が少なしその発生率は 5 %であり p 等~長精液
で20%.10%相hiWで‘t'.JIJOo,アミノ酸；：iごが20°0,Gkci:-
Algin でも l••l様22匂であった（第 l 表〕 ．
第 I 表
輸 液 cc ｜投与例i副作用 ｜ % 
リンゲル 250 + F25 I 5 
5%ブドウ糖 250＋グ ｜ 10 2 I 20 
10% ， ＋ グ ｜ 10 30 
モリアミン SU250＋グ i 10 ! 20 
グリコアルギン250.，.グ ！ 9 2 l 22 
計 59 I 10 I 17.0 
F : Fatgen 















輸 液 ∞ ｜投与例｜ 副作用 ｜ % 
R200+F25 1・ 仰 11 I 5.4 
I + 1150 [52 15 ~ 9.9 




R 50+ F25 
II + 1150 
II + 1175 
言十
R : Ringer液







3 I 1.1 
3 : lLl 
I i 1 I 20.0 


























した患者総数61~，の CJ ＇.：＇ ＂＆ にあたら ．


































注時間は， 50ccのときは115～120分（平均118分）， 75 
ccのときは131～158分（平均145分）， lOOccのときは
























R JOO+ F25 
R 100 + F50 
RIOO+ F75 
R 50+ F25 
R 50 + F50 




























































































































































































注入量 1/;( 注入時間 i平均注入時間［ 1 ccの注入時間 1分間の注入量｜副作用
人 日1m cc/min cc mm 口1m 。
50 2 115 120 118 2.36 0.424 
75 13 130 158 145 1.93 0.517 3 



























2 1 A 'G上ヒ
































































































































































































































































干O敏oI ~ [ 
24 I 
I t王前
溝O敏O I ~ 
24 
伍前
松O光 0 ~ 
I 24 
1注前｜






総コレス｜エステヰ i Fatgen 二円－ 1• ＇型コレス総窒素｜注入量
) ノ】 'V テロールl I (CC) 
146 78 760 I 
139 , 80 770 I 
! 75 126 78 750 I 
139 82 ・ 980 I 
140 I 510 
1」3 530 
158 I 780 
121 I 770 
102 I 570 
102 I 570 
105 I 640 
110 I 570 I 
140 I 840 
141 ! 860 
141 I 800 
170 I 780 
182 I 670 i 
104 I 690 i 75 100 I 720 






































































980 I ~＂ 
750 I '0 
880 I 
104 710 I 
107 I 700 I 
I 100 
98 600 
100 I 880 
82 I 640 
89 I 680 
81 I 640 
















































第 4図 アルプ ミン
術後栄養管理に関する研究 819 
ものであったこと で3 それら 5例はすべて術後患者で 以後に yグロプリンについてみるとy l例において
あった．いいかえるとこれらの事実は Fatgenの単独 輸注3時間後に僅かに上昇したほか，他はすべて僅か
大量輸注は術前p 術後をとわずp 惑液買が著明なほ に刊，q少するかもしくは変動ないかという結果となって
どp かつ人／じ 比乃減少しているほど短時間にして血 いる（図8). 
清アルブミン値を増加せしめるといえる． 以上の結果を まとめてみると， Fatgen輸注後7グ
ク．ロプリンは， 1例において輸注：l. 6時！司後にお ロプリンではほとんど 一律に経度減少しFクロプリ
いてわずかに上昇した，：）~ ， 他の全例きわめて軽：級な変 ン．友l グロブリ ンはだいたし 、 111•生 ！＇!/t、J
動（土0.1）を示すのみであつた また，グロ イリン 動な＜，氏2グロプリンではその変動は一様でないとい
の？荷長について：主， イ~＂ f列：ご一定した傾向をうかがえ 1 主主 ~I こ（（っていろ．
ず3 輸注24時間俊において輸注前よ り増加している も 4l 総コレステロールについてみるとp 少数の例外
の3例3 変動わないもの3例， 減少しているもの3例 はありp また時間の経過中に変動はあるが，Fatgen輸
で， おのおののあし、fこには有意の差は認めなかった 注後24時間では大半において著明に桶加し f図9J, 
（図5,6 '・ ~ グロプリンでは大半の症例において輸注 エステル型コレステロールは輪日後増減の変動はある
24時間後において僅かに減少しており， その隔は0.1 ト，輸注24時間著羽に増加したものが 5例あった（図
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いp これが生体によってどのような処理をうけるかと るとp 肝の内皮細胞によって Pimicytosisの機憾によ
いう問題について考察してみる．すなわち池田らの研 って摂りこまれるが，また一方2人工的な（、＂、l1lllll I川
，先によると，注入された脂肪球は30分以内に流血中か とi王ぼ同じ大きさの err、t』lsionを血中に注射したばあ
ら完全に去つて，姉胞喰細胞，肝昼細胞，牌細胞，網 し、，これは肝内皮細胞，と くに Kupffer細胞によつ
状織内皮車田胞，E霊内皮制胞のな埠忌に探取されP それら て捕捉される.Chyleを静注したはあいは肝実質細胞
の細胞内で，脂肪乳剤中の中性脂肪は河¥Ii次 Phospholi- によって捕捉され，Kupffer細胞にはみられないとい
pidに変化さjL, ふたたび漸次流血中に放出されp そ う．教室の野呂は電子顕微鏡的検索によってP ラッテ
ののち:x-, ~－Lipoprotein とい弓結合形態で肝実質細胞 に経口的に投与された脂質は肝実質細胞によってのみ
内へ移行しp 注入後3時間頃にいたってその移行量は 捕捉され，内皮細胞によっては捕捉されないという所
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第 9図 総コレステロール
???
3 6 24 
第10図 エステ＇［，型コレステロー ル
脂質の emulsionは Chylomicronぐらいの大きさにま きたさない Fatgenもp 濃厚なコロイド液である：）＞
で分割されたものであっても主休に対しては Chylorn- ゆえにp 悪感p 戦際などの副作用が発現する．したが
icronのごとく作用せずp むしろ異物として作用しF って従来はp 静脈内輪注の際にはこの問題の解決とい
内皮細胞で処理をうけてP さらに血中に放出されy つ うかp 副作用減弱法とでもいうかp 周知のような Ri・
いで肝実質内に摂取されるものであろうと推測される nger液によって稀釈して緩徐点滴輸注をおこなってき
のである． たのであるがp しかしそれでも副作用はけっして皆無
これを要するに Fatgenを静脈内に湖すしたばあ にならずp 患者によって本剤の輸注を忌避するばあい
いp 細網内皮細胞の処置をうけてから肝に摂取される もあったのであった．しかしこれは翰注方法の根本的
ものであると信じて誤りではないであろうしP またこ 研究がなおざりにされていたためなのである．
のような理由からp Fatgenの単独大量輸注には急速 そもそもコロイドを静注するとp コロイド粒子を中
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第11図 上部の細胞は Kuptter細胞で下部の細胞は肝細であり，この聞のすき聞は Di;,e腔
である．州、寸怪に肝細の m』croviliが突出しP その聞に d1・'1NI＼＇の高い脂肪頼粒が
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